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「希望の国」

園子温監督

原
発
事
故
追
体
験
の
物
語

あ葬［いは」貯】はい印申綱　　．一特い

日
本
の
架
空
の
街
で
起
き
た
原

発
事
故
に
人
生
を
狂
わ
さ
れ
る
家

族
を
描
い
た
映
画

「希
望
の
国
」

が
２０
日
か
ら
シ
ネ

・
リ
ー
プ
ル
神

戸
な
ど
で
公
開
さ
れ
る
。
福
島
原

発
事
故
を
半
年
間
取
材
し
た
経
験

を
基
に

「被
災
地
で
住
民
が
発
し

た
恐
怖
や
苦
痛
の
言
葉
を
積
み
重

ね
て
脚
本
を
書
い
た
」
と
い
う
園

子
温
監
督
は

「事
故
を
過
去
形
で

語
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
異
な

り
、
ド
ラ
マ
は
現
在
形
で
語
る
。

観
客
に
主
人
公
た
ち
と
悲
劇
を
追

体
験
さ
せ
る
力
は
強
力
だ
と
思

う
」
と
話
す
。

近
未
来
、
酪
農
を
営
む
老
夫
婦

（夏
八
木
勲
、
大
谷
直
子
）
と
息

子
夫
婦

（村
上
淳
、
神
楽
坂
恵
）

が
暮
ら
す
街
を
地
震
が
襲
い
、
原

が
引
か
れ
る
。
老
夫
婦
は
区
域
外

に
指
定
さ
れ
た
自
宅
に
残
り
、
息

子
夫
婦
に
は
避
難
を
勧
め
る
。
や

が
て
、
避
難
し
た
息
子
夫
婦
が
子

ど
も
を
授
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。園

監
督
は
福
島
県
南
相
馬
市

で
、
庭
に
境
界
線
が
引
か
れ
た

一

家
と
出
会
い
、
構
想
を
膨
ら
ま
せ

た
。

「東
京
に
い
て
、
報
道
や
本

で
得
た
知
識
だ
け
で
脚
本
を
書
く

の
は
誠
実
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
。

『怖
か
っ
た
』

『寒
か
っ
た
』
と

い
つ
た
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
感
情
に

立
脚
し
て
脚
本
を
形
作
っ
た
」
と

振
り
返
る
「

住
民
が
避
難
し
て
人
影
が
な
く

な
っ
た
町
並
み
は
、
宮
城
県
石
巻

市
や
気
仙
沼
市
な
ど
で
撮
影
。
雪

に
覆
わ
れ
た
廃
虚
の
街
を
老
夫
婦

が
さ
ま
よ
う
シ
ー
ン
は
荘
厳
な
雰

囲
気
を
漂
わ
せ
る
。

「撮
っ
て
い

て
楽
し
く
は
な
い
が
、
撮
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
か
ら
撮

っ
た
。
記
録
と
い
う
側
面
を
重
視

し
た
」
と
い
う
。
　
　
　
‐

夏
八
木
、
大
谷
の
ベ
テ
ラ
ン
二

人
の
芝
居
に
対
し
て
は
、
監
督
で

あ
る
自
分
の
思
い
を
登
場
人
物
に

代
弁
さ
せ
た
く
な
る
思
い
を
し
ま

い
込
み
、
演
出
は
抑
制
し
た
。
大

谷
は

「今
ま
で
で

一
番
悩
ん
だ
」

と
苦
し
み
な
が
ら
演
じ
切
っ
た
と

い
う
。

「ロケ当時、原発の避難区域は震災発生

から時が止まったままだつた」 と語る園

子温監督 =大阪市内

被災地風景 直視し記

園
監
督
は
■
９
６
■
年
、
愛
知

県
出
身
。
今
年
公
開
の
映
画

「ヒ

ミ
ズ
」
で
主
演
の
二
人
に
ベ
ネ
チ

ア
国
際
映
画
祭
の
マ
ル
チ
ェ
ロ
・

マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
賞
を
も
た
ら
す

な
ど
、
国
内
外
で
作
品
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

「ヒ
ミ
ズ
」
で
も
東
日
本
人
震

災
直
後
の
被
災
地
で
撮
影
。
今
後

も
震
災
に
焦
点
を
当
て
た
映
画
作

り
を
続
け
る
と
い
う
。

「現
場
に

突
っ
込
ん
で
い
く
の
か
、
い
か
な

い
の
か
、
二
つ
し
か
な
い
。
商
業

映
画
の
監
督
と
し
て
震
災
を
扱
う

必
要
は
な
か
っ
た
け
ど
、
撮
ら
な

い
と
後
悔
す
る
と
思
っ
た
」

（金
川
　
篤
）
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